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外国語学習者の習熟度を予測する要因
――動機づけと海外語学研修の有効性――
０．はじめに
第２言語習得研究では、個人差要因が学習効果に差をもたらすものとし
て大きな役割を果たしていることが明らかになっており（Dörnyei２００５）、
年齢、態度、動機づけなどの社会心理学的要因や、性格、認知スタイル、
学習ストラテジーなどが挙げられている。この中から例えば、拙稿（２００６）
ではフランス語学習者を対象に、フランス語の RST（リーディングスパン
テスト）と学習ストラテジーに関わるアンケート調査を行い、その得点と
学習者が用いる学習ストラテジーとが、フランス語の習熟度とどのように
関わるか検討、また同じく拙稿（２００８）では学習者が動機づけを失う要因
に焦点を当て、フランス語を主専攻とする学習者を対象に、学習の習熟度
別にその実態および課題を考察した。
Ⅰ．外国語学習者の習熟度を最も予測する要因
ここでは上述の研究を基に、メタ認知ストラテジー、補償ストラテジー
などの学習ストラテジー、日本語の RST（リーディングスパンテスト）得
点、フランス語の RST得点、学習の動機づけ等を説明変数として重回帰分
析を行うことで、どの変数がフランス語の習熟度をより予測するか検討
し、外国語学習に大きく関わる要因を統計的に明らかにする。実験の被験
者としてフランス語を主専攻とする大学の２年次生６２名を設定した。被験
者は一週間に７コマ（うち６コマ９０分、１コマ４５分）のフランス語の授業
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を受講、うち４コマはフランス人教員、３コマは日本人教員によるもので
ある。また、２年次 II期末におけるリスニング、文法、読解に関するフラ
ンス語の試験の得点を従属変数（目的変数）とした。以下は説明変数とし
て設定した項目である。
１）リーディングスパンテスト（RST）
ワーキングメモリ・スパンを測定するテストのうち言語性ワーキングメ
モリを測定するものとして広く用いられているのが、リーディングスパン
テスト（RST）である。本実験では被験者らを個別に呼び、５つのフランス
語文を一つずつ見せ、音読させると同時に文末の単語を記憶させ、５つ目
の文が終わったところで、ターゲット単語を系列再生させる方法をとっ
た。日本語に関しても同様の手法により行った。
２）学習ストラテジー調査
学習ストラテジーにはさまざまな学習法が含まれるが、Oxford（１９９０）
により、言語に直接働きかける「直接ストラテジー」と学習を間接的に支
える「間接ストラテジー」の２つに大きく分類、さらに細分化され、６２種
類のストラテジーが提案されている。ここでは筆者が選定、修正した１５項
目によりアンケート調査表を作成、被験者に一斉に配布、回収した。各設
問は４段階の回答方式のため、１～４点で得点化、それを各ストラテジー
別に加算し、平均点を得た。
３）動機づけ
Dörnyei（１９９８）で挙げられた動機づけに関わる要因の中から筆者が作成
したもので、本研究では、いかなる動機づけであっても、アンケート調査
の時点で、動機があるかないかのみを説明変数として設定した。これらは
カテゴリー変数であるが、連続変数に統計上置き換えた。
重回帰分析の結果として、ここで設定した変数の中でフランス語の習熟
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度を説明するのに最も有効と推察されるのは学習ストラテジーの中のメタ
認知ストラテジーであった（p＜０．００１）。学習ストラテジーに関する拙稿
（２００６）で、成績の上位グループは下位グループと比較してメタ認知ストラ
テジーをより活用していることが明らかになっている。本研究ではこの結
果を追認したとともに、メタ認知ストラテジーが他の個人的要因と比較し
ても大きな役割を果たすことがわかった。次に説明変数として有効なのは
動機づけである（p＝０．００９）。拙稿（２００８）ではフランス語を主専攻とする
学習者の約９割が学習の過程において、動機づけを喪失したことがあると
いう結果が得られており、これは一般の外国語学習者にも共通して見られ
る現象であろう。従ってこうした学習者の動機づけを回復させなければ、
学習が進まないということは容易に推察できるのである。次は補償ストラ
テジーである（p＝０．０４８６）。これは負の説明変数であり、すなわち学習の
進まない学習者は言語によるコミュニケーションがままならないことか
ら、身振りなどの補償ストラテジーを活用するのも自然なことであろう。
有意な変数として認められたのは以上であるが、フランス語の RST得点
も、説明変数として有効であるとの傾向が認められる（p＝０．０８４）。一方、
日本語の RST得点には全くその傾向が認められない（p＝０．９３）。日本語の
RST得点の平均は３．４３、フランス語は２．４３であり、日本語の得点に比較し
てフランス語では得点が有意に低い（p＜０．０５）。苧阪（２０００）では、バイリ
ンガルや習得が進んだ言語では、第１言語との間では RST得点に相関が認
められるが、習得が進んでいない言語での RST得点は、第１言語の RST
得点と相関しないという結果が得られている。これに従えば、今回の学習
者が学習途上であるということは明らかである。一方で重回帰分析の結果
はフランス語の得点の方はフランス語の習熟度の説明変数としてある程度
有効であることが示していることから、発展途上の学習者においてもフラ
ンス語の習熟度を知る手段としてフランス語のRST得点は指標となりえる
と言えよう。
これら２大説明要因の一つと見られた動機づけに関する研究は歴史的に
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見て３段階に分けられる（Dörnyei ２００５）が、現在は第３段階として
Dörnyeiの学習過程の推移に基づく研究が中心となる。ここでは学習者の
日々移り変わる動機について長期間を設定し調査する必要があるとしてい
る。また、廣森（２００６）は動機づけを引き起こす要因、すなわち学習者の
動機づけを高める要因に関しての研究は緒についたばかりとし、学習者の
動機づけを喚起したい教育者にとって、動機づけの根源を知ることは重要
であること、それなしに効果的な教育を実現することは不可能だと主張す
る。拙稿（２００８）では、学習者に対して、動機づけを失った後それを回復
した場合、それはいかなる場面で起きたかを尋ねる調査を行った。回答と
して、「海外の語学研修に行った際」、「留学生とコミュニケーションをと
りたいと思った時」、「言語だけでなく文化を勉強した時」などが上位を占
めた。ここから透けて見えてくるのは、いわゆる厳然たる教室活動だけで
は動機づけを促すことが困難だという点である。学習者の「話せるように
なりたい」という願望は本当の意味での動機づけとはならない。「現地に
行かなければ外国語が上達しない」というのは錯覚（太田 ２００１）に過ぎな
いが、学習言語の使用が現実感を伴わなければ、動機づけを維持させるこ
とすら難しいのだ。こうしたことから、本稿では次に、本大学で行われて
いる短期海外語学研修の受講生に焦点を当て、受講生が研修後に記述した
自己分析を具体的に見ることにより、語学研修への参加が学習者の動機づ
けを促す、あるいは回復させる要因となる理由を検討し、その後の効果的
なフランス語教育を考える一助とする。
Ⅱ．短期海外語学研修および受講学生への調査結果
フランス語学科では例年地中海フランス語研究センターにおいて語学研
修を行う。年度によって差はあるものの、この中で学生は約３週間、６０時
間以上の授業を受講する。研修にあたり受講生は、フランス語の文法およ
び聴解テスト、フランス語による面接を併せたプレイスメントテストに
よって３～４クラスに分けられ、当センターの教員の授業を受講する。授
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業内容は phonétique（音声）、français du tourisme（観光フランス語）、culture
française（フランス文化）の３つに大きく分けられ、さらに教室外では、南
フランスならではの文化的価値の高い観光地などでの文化研修も行われる。
表１に、受講学生を対象に行った「海外研修は自分にとってどのような
意義があったと思うか。」というアンケート調査に対する自由記述形式の
回答について主なものをまとめた。学生は全員、名古屋外国語大学におい
て初修言語としてフランス語を２年間学習している。
耳からフランス語に慣れることができた。
日常的な表現が身に付いた。
語彙力がついた。
自分の発音では通じないことがわかった。
挨拶や簡単なフレーズが自然とでてくる。
フランスの文化に実際に触れることができ、日本との違いを意識した。
自分から進んで話しかけたり、伝えようとする意識ができた。
話すことの大切さが身にしみた。
外国語で話す度胸がついた。
相手の話しを理解しようと務めるようになった。
フランスの地域や芸術について勉強してみたいと思う。
フランスに対するイメージが変わり、学習への意欲がわいた。
物事に対する視野が広がった。
フランスの実社会に興味を持った。
表１：受講生による自由記述
言語的側面
異文化コミュニケーション的側面
その他
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Ⅲ．分析と考察
一般に海外語学研修は、語学研修が中心で、文化研修は付随的に捉えら
れている場合が多い。しかしながら学生の自己分析から察するに、語学そ
れ自体よりもむしろ異文化コミュニケーション方略や他の側面において、
より明確な意識化が起き、フランス語学習への動機づけが起きているよう
である。Ryan andDeci（２０００）の自己決定理論では学習者の動機付けが高ま
る前提条件として、３つの心理的欲求、すなわち１）自律性の欲求、２）有
能性の欲求、３）関係性の欲求、の充足を想定する。これが満たされると
学習者は内発的に動機づけられ、学習課題に対しても自ら積極的に取り組
むとされている。また、JACET SLA 研究会（２００６）によると、Uchioda
（２００１）はアイルランドの大学生でフランス語を５～６年学んだ２０名を対
象とし、インタヴュー形式で動機を探っている。１）積極的学習の歴史、
個人的な満足度、２）個人的ゴール、自分が望む第２言語能力のレベル、
３）外的プレッシャー、励みとなるもの、４）学問的興味、５）フランス
語圏の国や人々に対する気持ち、の５つが認められた。動機づけを促す効
果的な要因は内的なもので、学習が自分の目標を達成しようとする信念と
結論づけている。先のRyan&Deciの理論に従えば、海外語学研修により学
習者らは心理的欲求が満たされ、ここから新たなる内発的動機づけがなさ
れていくと推察される。それでは語学研修の中で起きたこの意識変化には
何が具体的に重要な役割を果たしたのだろうか。受講生の自由記述では特
に研修の如何なる部分を意義深く感じたかは定かでない。研修には、セン
ターの教員による教室内外での授業、文化研修、街歩きなどの中に、それ
ぞれ言語的側面や文化的側面を含む様々な要素が絡み合い、相互作用をも
たらすといえよう。しかしながら、大学おける現行の授業体制の中でもフ
ランス人による授業やフランス人留学生と気楽に会話の出来る「言語ラウ
ンジ」などがあるにも関わらず、この研修により異文化コミュニケーショ
ン的側面での意識が大きく変わり動機づけがなされたのは、とりわけ現実
的言語使用と結びついた研修の観光的側面が要因ではないかと推測する。
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観光は、異文化コミュニケーションと表裏一体をなしている（岡本編
２００７）。そもそも「観光」という言葉の語源は中国「易経」の一文にある
「観国之光」とされ、「国の文化、政治、風俗をよく観察すること」「国の風
光・文物を外部の人々に示すこと」という意味を有していたと言われる。
このことから先の岡本は、観光は単なる余暇活動ではなく外国人との直接
的な交流が本来の姿であり、外国を知り、外国に我が国を理解してもらう
相互理解がその主眼となることが、異文化コミュニーションが観光と密接
な関係を有する所以とする。さらに、観光という視点から異文化コミュニ
ケーションを考えたときに、言葉と文化を取り上げ、その土地の言語を学
ぶことで、観光の成果は大きく上がると指摘する。また、ダグラス・ピア
ス（２００１）は、観光旅行の阻害要因として経済的、社会的、政治的要因な
どがあるが、こうした要因の重要性は国によって異なり、日本人の海外旅
行を阻害する２大要因は、出費、仕事だが、その他の大きな阻害要因とし
て、言語上の問題も挙げている。このように通常、日本語話者においては、
言語→観光、すなわち観光をより有意義に行う目的で言語を学ぶ、という
図式で語られることが多い。しかしながら、動機づけの視点に立つと、こ
れをむしろ逆に捉え、観光→言語、すなわち、観光的側面が学習に有効な
要因となり得るのではないか。石川（２００７）は、観光消費それ自体私たち
が生きていく上で必ずしも必要なものではなく、どちらかといえば日常的
な時間と空間が離れて行う消費行為であり、これがあることにより、わた
したちの生活や人生がより豊かで充実したものとなるとする。確かに、観
光はこのように非日常的なものである。ただし、語学学習者にとっては観
光は逆に日常と化し、さらに言えば、そういう場面でこそ語学習得が促進
されるのではないか。すなわち目標言語の言語使用が現実味を帯びること
で、動機づけが高められると考えられるのだ。具体的には観光という場に
おける観光者、すなわちこの場合は言語学習者が研修地の教員を含め、観
光地のホストに対峙した時、二つの異なる文化コードをもった者が両者の
間の文化コードのギャップを埋め、コミュニケーションの円滑化を図るこ
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とを意識すること（岡本編２００７）が言語学習の動機づけに直結すると考え
る。
Ⅳ．観光的側面を中心としたフランス語教育の取組み
日本に幾つかある大学の観光系学科には、こうした語学と観光を結びつ
けた科目が配置されている。フランスを旅するときに必要な観光フランス
語、すなわち、フランス語による予約、出入国、レストランでのメニュー
の読み方や注文、ホテルのチェックイン方法や名所・旧跡、美術館で使用
するフランス語などを学習する、ことが典型的な授業目的と言えよう。こ
うした内容は観光と関わるものの、通常の日本あるいはフランスで出版さ
れるフランス語の教科書でも、このような観光的場面を想定し、そこで行
われる会話を中心としたものも多く見受けられる。ただ、この内容だけで
学習者の動機づけを促進するのは難しいのではないか。なぜなら学習者に
はそれが非現実的であり、教室での作業では限界があるからだ。現実と結
びつき、学生の内的動機づけとなった時、初めて効果的といえよう。現在
フランス語学科の専攻語学研究の科目の一つに［観光フランス語］という
授業が置かれているが、２００７年度からは、受講学生の多くが海外語学研修
にすでに参加したことを念頭におき本授業を試みている。今後本授業の内
容等について報告する予定である。
Ⅴ．おわりに
本稿ではメタ認知ストラテジー、補償ストラテジーなどの学習ストラテ
ジー、日本語のRST（リーディングスパンテスト）得点、フランス語のRST
得点、学習の動機づけ等を説明変数として重回帰分析を行うことで、どの
変数がフランス語の習熟度をより予測するか検討した結果、動機づけがメ
タ認知ストラテジーとともに大きく関わる要因であることが統計的に明ら
かになった。この結果を受け、次に本大学で行われている短期海外語学研
修の受講生に焦点を当て、受講生が研修後に記述した自己分析を具体的に
― ２３４ ―
見ることにより、語学研修への参加が学習者の動機づけを促す、あるいは
回復させる要因となる理由を検討した。海外語学研修の観光的側面が異文
化コミュニケーションを通して言語学習への動機づけを強く促進すること
が推測されることから、通常語学研修の観光的側面は語学研修に付随的に
扱われるものの、受講者の動機づけにはそれ自体が大きな役割を果たすこ
とが示唆された。
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適応とその背景」名古屋大学出版会．
岡本伸之編（２００７）．『観光学入門』有斐閣アルマ．
苧阪直行（２０００）．『脳とワーキングメモリ』京都大学学術出版会．
ダグラス・ピアス（２００１）．『現代観光地理学』（内藤嘉昭訳）明石ライブラ
― ２３５ ―
リー．
JACET SLA研究会（２００６）．『文献から見る第二言語習得研究』開拓社．
廣森友人（２００６）．『外国語学習者の動機づけを高める理論と実践』多賀出版．
― ２３６ ―
